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聯
閥鋼
劉国鎮火
祭

二
月
二
十
二
日

（火
）
各
地
区

自
治
会
長
及
び
奉
賛
〈
天
バ
員
、
鵜

坂
消
防
団
幹
部
が
参
加
し
、
祈
年

祭
と
鎮
火
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
の
五
穀
豊
穣
の
祝
詞
を
挙

げ
、
小
学
生
に
よ
る
浦
安
の
舞
が

奉
納
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

鎮
火
祭
で
は
、
鵜
坂
消
防
団
幹

部
が
防
火
の
祈
願
に
玉
串
を
奉
納

し
ま
し
た
。
宮
司
以
下
全
員
が
マ

ス
ク
を
し
て
挙
行
し
ま
し
た
。

鎮
火
祭
祈
依
の
お
札
が
各
家
庭

に
配
布
さ
れ
ま
す
。

鎮火祭

吊
殿
改
築
工
事

二
月
二
十
七
日
（土
）
十
時
よ
り

責
任
役
員
四
名
と
鵜
坂
神
社
爾
宜

と
で
、
職
芸
学
院
上
野
教
授
か
ら

吊
殿
改
築
工
事
の
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
神
殿
と
吊
殿
の
屋
根
の
繋

ぎ
方
や
吊
殿
内
の
照
明
等
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
解
体
工
事
開
始
は

六
月
末
頃
か
ら
始
ま
り
、
十
月
末

ま
で
完
了
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

上野職芸学院教授の説明

公恥
〈
〓
富
山
市
神
社
総
代
会

二
月
二
十
九
日
（月
）午
後
二
時

半
よ
り
、富
山
国
際
会
議
場
に
て
、

令
和
三
年
度
の
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
　

会
式
に
当
た
り
神
宮
に

向
か
っ
て
遥
拝
。
国
歌
斉
唱
後
、

高
木
繁
雄
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
会
長
か
ら
永
年
に
渡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
氏
神
神
社
に
貢
献
さ

れ
た
１４
名
に
、
富
山
市
神
社
総
代

会
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
来
賓
の
挨
拶
の
後
、

令
和
２
年
度
事
業
報
告

・
決
算
報

告

・
監
査
報
告
が
あ
り
、
令
和
３

年
度
事
業
方
針
案

・
予
算
案
が
討

議
さ
れ
、
す
べ
て
承
諾
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
と
要
望
事
項
で
は

「３

ヶ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向

上
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
約
１
３
０
名

ほ
ど
で
し
た
。

高木会長の挨拶

決
算
報
告

・
会
計
監
査

及
び
役
員
会

四
月
二
十
八
日
（水
）社
務
所
に

て
、
令
和
二
年
度
の
会
計
監
査
が

午
後
１
時
半
か
ら
行
わ
れ
て
か

ら
、責
任
役
員
立
会
い
の
も
と
に
、

関
係
帳
簿
、
領
収
書
等
を
監
査
し

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、

令
和
三
年
度
神
社
運
営
計
画
案
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
役
員
名

簿
案
で
は
、
改
選
の
年
な
の
で
奉

賛
会
役
員
の
顧
間
、
会
長
、
副
会

長
、
理
事
、
監
事
等
が
話
し
合
わ

れ
、
最
終
確
認
さ
れ
た
ら
又
役
員

会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
区
総
代
理
事
は
、
各
自
治

会
で
選
出
さ
れ
た
名
簿
を
確
認
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

神
社
の
清
掃
区
分
で
、
区
分
さ

れ
て
い
な
い
自
治
会
を
新
し
く
入

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
後
日
自
治

会
会
長
の
会
合
で
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ネ

争

側

ム
春

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

異
例
な
例
会

笛と太鼓

権爾宣のお祓い

令
和
三
年
の
春
季
例
祭
は
、
昨

年
の
様
に
獅
子
舞
や
お
神
輿
、
浦

安
の
舞
も
奉
納
さ
れ
な
い
例
祭
に

な
り
ま
し
た
。

宮
司
と
爾
宜
、
祭
員
及
び
奉
賛

会
会
員
と
各
自
治
会
長
は
、　
マ
ス

ク
と
間
隔
を
あ
け
て
の
少
な
い
参

加
者
で
し
た
。　
コ
ロ
ナ
終
息
の
願

い
も
込
め
て
の
春
祭
り
で
し
た
。
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